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DIASシステムの技術的意味 
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DIASシステムとは 
・超大容量ストレージ 
・解析クラスタを持つ超大容量解析空間 
・分野を超えるデータの相互流通機能 
・高速ネットワークSINETによる 
 リアルタイム処理 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アーカイブから生み出される便益を最大化する 
 

•シミュレーションと統融合データの利活用 
•ワークベンチ：継続的プロトタイピングと対象範囲の拡大 
          開発済みワークベンチの実装支援 
•データ・プロダクツ・成果の他分野への展開（流通性の拡大） 
•利用者の能力開発プログラム・・・・・・ 

 

アーカイブする負担を軽減し、 
アーカイブ自体が研究成果として認知されるように 
  

•ローディング支援、品質管理支援、メタデータ登録支援 
•トレーサビリティの確保・・・・・ 
 

データの量・多様性の急増に伴う限界を乗り越える 
 

•各分野の情報が包括的に集約 
    （DIAS外データアクセス機能、データのクローリング機能） 
•データ検索・マイニング・俯瞰を高度化 
•データとモデルの仲介機能（ブローカー） 
•超大容量データの統合解析ツールと環境・・・・・・ 

DIAS : データセントリックな科学技術によって 
       科学知と社会的利益を創出するインキュベータ 
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マーケティングによって便益を拡大する 
 

•利用ニーズ・解析ニーズの把握と、開発・整備の優先順位付け 
•ベストプラクティスの広報、利用促進講習会などの企画運営 
•運営体制の評価システム 

アーカイブの負担軽
減とアーカイブが生み
出す便益を体感させ、

運動化していく 
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H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 

DIAS長期運用までのスケジュール 

課題(3）：運用体制の設計提案 
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暫定運用
組織 

長期運用組織 

概算要
求作業 

概算要求
作業 

合同作業チーム 

地球環境情報統融合プログラム（DIAS-P） DIAS第Ⅰ期 

関係機関との協議 



地球情報環境統融合 
    プログラム 

DIAS第Ⅱ期の実施体制 

文部科学省研究開発局 
環境エネルギー課 

内閣府 CSTP事務局 

東大：小池教授 

DIASの高度化・拡張 
 

東大：喜連川教授 

協働ワークベンチの 
プロトタイピング 
東大：小池教授 

運用体制の 
設計・提案 
JAMSTEC 

国環研 
JAMSTEC 

JAXA 
国立情報学研究所 

名大 
京大 
東大 

国環研 
JAMSTEC 

JAXA 
京大 

EDITORIA 

東大 
国環研 

JAXA 

気候変動適応研究推進 
 プログラム（RECCA） 

グリーン・ネットワーク・
オブ・エクセレンス

（GRENE） 
環境情報分野 

地球観測データ統合化
に関する連絡調整会議 
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長期運用DIASの目的と全体像（案） 

世界の観測データ 
（GEOSS等の国際的枠組み） 

国内の観測データ 
（CSTP等の枠組み） 

気候再解析データ、 
衛星画像解析データ 

ダウンスケーリング、
予測など各プロジェク

トの成果 

農業 
海洋生態系 

陸域生態系 

自然エネルギー 

水 

健康 

都市環境 

新たな利用分野 

資源管理・防災・気候変動適
応・社会のレジリアント化など
社会的リスクマネジメント 

実利用化ワークベンチ 

機能向上パートナー 

成長のための新たな科学知や 
公共的利益の創出 

・ダウンスケーリングの高度化 
・衛星データ／モデル統合モニタリング 
・季節・経年予測技術の高度化 
・大規模可視化データの遠隔共有技術 
・大規模データ群から知見を引き出す技術 
・・・・・・・・・ 

土地利用・土地被覆
データ 
人口・居住データ 
地形データ 
・・・・・・・・ 

ステークホルダー
提供データ 

（府省、自治体、大学、
二国間協力による観測
データ、農業・水産、災

害発生・・・・） 

大容量ストレージ 
解析空間 
ツール群 

  

    （提供する機能） 
•メタデータ統合管理 
•アーカイブ・QC支援 
•横断的オントロジー検索 
•解析環境・解析ツール 
•ワークベンチ環境 
•社会実装支援、能力開発ほか 

独自の 
研究組織 

GEOSS、Future Earth、
IRDRほか国際プログ

ラムへの貢献 
機能向上パートナー 

DIAS：データセントリックな科学技術によって科学知と社会的利益を創出するエンジン 



GEOSSとの関係 
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ニーズ把握と連携構築と運用体制設計 
【学術循環】 
（上流側） 

【目的志向】 
（下流側） 

専門家ニー
ズの把握 

社会ニーズ
の把握 

レファレンスモデル 
利用ＷＳ、ウェブ 
など「見える化」 
ユーザーサポート 

適用範囲の
拡大 

利用分野の
拡大 

自律発展可能な 
ミニマムな機能 

現業機関・民間
との役割分担 

データセン
ター間連携 

候補機関の 
オプション検討 

ユーザー 
の拡大、 
横展開 

ニーズ
の把握 

府省連携 

実現すべき機能の抽出 
・システム開発への反映 
・運用体制設計への反映 
（両者を区別すべき） 

 ・マネジメントへの反映 データ・ツールの機能拡張 
データ・ツールの流通環境 

成功例の展開 
社会実装支援 

データＤＯＩなどアーカイブ
促進策、データ相互流通 

協働プロジェクトとの対話 協働プロジェクトとの対話、
省庁連絡会議 

基幹業務における複数
機関協力 

研究段階からの協働 
社会実装協議 



長期運用DIASが目指す機能とユーザーのメリット 

地球観測データ、気候変動予測データ、社会経済データの包括的な収集と提供 
・任意のフォーマットのデータを受入れる堅固な超大容量ストレージ   ・貴重な未公開データ、草の根データのアーカイブ支援と流通 
・国内外の地球観測メタデータ統合と分野横断的な検索手段        ・内外のデータセンターとの連携によるオンライン・アーカイブ     etc. 
 

超大容量・多様なデータの統合解析 
・環境変動と社会活動、資源変動、災害等との関係解析環境      ・様々な再解析・予測データの比較評価環境 
・データを必要な解像度にダウンスケーリング・バイアス補正      ・解析ツールの相互利用・流通 etc. 

研究者 
（データ提供者・作成者） 

研究者 
（意思決定者に判断材料

を提供する専門家） 

自治体・途上国の防災担当者 
農業・漁業その他経営者 

民間情報サービス 
ソーシャルビジネス、NPOほか 

各府省・途上国の施策担当者 
長期資金ファンド 

損保・再保険会社ほか 

持続可能な社会形成のための情報提供 
・ハザードマップ、リスク評価、環境影響評価マップ 
・持続可能な農林水産ほか資源・エネルギー管理 
・気候変動の緩和・適応立案／インフラ構築の評価 
・短期予測情報（早期警戒、防災・減災、健康リスク管理、農業・漁業）の準リアルタイム配信 
・社会のレジリアント化のための施策企画立案支援  etc. 

研究者、行政官、民間企業等のステークホルダーの協働の場の提供 
・学際的・超学際的な協働のための課題別、地域別ワークベンチ     ・協働を形成し展開・流通させる情報基盤              
・リアルタイム／ノンリアルタイムでの遠隔協働・能力開発環境      ・市民参加による社会的課題の解決  etc. 

対象分野：水管理、農業・漁業、生態系・生物多様性、健康と環境、都市、再生可能エネルギー、防災ほか 

・未利用データが利用可能
になる 
・アーカイブの負担が軽減
され、評価されるようになる 

・大規模データの解析環境を持たなく
ても解析可能になる 
・最適なモデルが選択できる 
・環境場と諸現象の関係が解明できる 

・防災、資源管理などの意思決
定が迅速／的確に可能となる 
・社会のレジリアント化が可能と
なる 

・環境に関わる中長期的なリ
スクマネジメントが可能となる 
・持続可能な社会インフラ構
築が可能となる 



長期運用DIASの運用方針の構成案 

現行DIAS-Pの運用方針 

長期運用段階の運用方針 
達成目標・使命 

 世界の持続
可能な開発 

主要な達成方策に関する方針 

データ統合
ポータル 

協働とワーク 
ベンチ 

ストレージと 
解析環境 

シミュレー 
ション活用 

ユーザー連携
と成果の流通 

継続的改善のためのマネジメント方針 

データ受入れポリシー データ公開・提供・課金ポリシー 

QC・アーカイブ支援ポリシー 協働成果の帰属ポリシー 

Level 1 

ユーザーサポート・ユーザー連携方針 協働プロジェクト選定／評価基準 

Level 2 

Level 3 

DIAS体制・連携に関する 
基本方針・成立条件 

アーカイブの
運動化 

（参考） 

日本の成長
戦略 

安全・安心 
リスクマネジメント 

社会的課題
の解決 

新たな科学
知の創出 

システム高度
化ポリシー 

主要な判断基準 

DIAS実装 
システム 
選定基準 

マネジメント・レビューのためのモニタリング及び評価基準 



実利用化ワークベンチ 
（プロトタイピング段階） 
 

Inter-disciplinary/ Trans-disciplinaryな協働の一例 

実利用分野の 
政策担当者 

（社会データ等） 

ドメイン研究者 
(解析・モデル等) 

情報系研究者 

政策決定者、農業・漁業団体、
民間サービスほか受け皿機関 

一般国民 

ステークホルダ 

DIAS情報基盤 

研究成果／プロダクト 

農民・漁師・・・ 

DIASポータルへのアク
セスによる情報提供 行政サービス・民間有料

サービスによる情報提供 

キュレータ等の支援
のもと、DIASの情報
基盤上で協働する 

データ提供者 
(観測・同化等) 

DIASのデータ・ 
機能を利用 

開発成果は、受け皿
機関に実装し、そこ
からエンドユーザー
に提供する。 

さらに他地域、他分野
にも移転・展開する。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「政策担当者」とは現場でのoperationの実務担当者もしくはその代弁ができる上司



標準インタフェース 

協働のためのワークベンチの機能 

DIASデータ 
管理システム 

データ投入支援・進捗管理 
QC支援・進捗管理 

メタデータ投入支援・進捗管理 

標準的な解析支援ツール 

オントロジー検索・俯瞰検索 
クイックビュー 

切り出しダウンロード 

ワークベンチ別機能 

協働支援環境 

• アーカイブされている観測データや社会データの統合
的なポータルとなり、分野横断的な検索を容易にする。 

• アーカイブされていないデータを探し集め、そのアーカ
イブを支援 

• ダウンロードが困難な超大容量データの解析を容易に
する。 

• 遠隔協働を容易にし、コミュニティ形成を支援する。 
• 観測データと社会データを統融合して社会に有用な情
報とするまでを自動化する。 

• データ、プロダクト、ツール類を構造化して利用しやすく、
流通しやすくする。 

• 能力開発に役立つ知識ベースとなる 

データ収集～統融合～配信 
の自動化処理 

ワークベンチが必要とする 
データの掘り起こし 
アーカイブ支援 

超大容量データの解析環境 

データ共有が可能なリアルタイム／ 
ノンリアルタイムの遠隔会議環境 

データとツール共有のための 
評価・流通環境 

コミュニティ形成支援環境 

eLearningなど能力開発支援環境 

ワークベンチに対する要求 

スケジュールほか協働管理機能 

キュレータによる支援 
12 

ワークベンチとは 
「協働のための環境となりつつ、社会実装さ
れたり他分野への展開が可能な開発成果と
もなりうる環境・ツールのパッケージ」 



当初メンバー： 
RECCA, GRENE, S-8, 
創生, SATREPSほか
１ 

リアル会議、メール、フォーラムなど 

遠隔協働支援環境 

普及しているソーシャルネットワークを 
活用した成果の発信 

ユーザー管理 
マイ・ポータル 

データ／ツール 
の共有 

空き時間確認 

DIASストレージ 
解析環境 

一般メンバー 

協力メンバー 

プロジェクト
メンバー 

アカウント管理 

OpenPNE 

OpenPNE 

OpenMeetings 

phpCAS 

JST  
ReaD&Researchmap 

で拡張 

研究者情報 
の自己発信 

スクラッチ開発 

Text 
MS-Word/Excel 

/PowerPoint 
OpenOffice-Writer 

/Calc/Impress 
PDF 

jpg/png/gif 

EtherPad 
（OpenOfficeで拡張） 

Text 
MS-Word 

OpenOffce-Writer 
PDF 

HTML 

音声 
ウェブカメラ 

Red5 

新着情報のダイジェスト・
メール配信 

遠隔協働支援環境：ubiDIAS 
（いつでもどこでもみんなと繋がるDIAS） 

ノンリアルタイム 
会議（SNS） 

（メンバー限定） 

リアルタイム会議 
  

共有ホワイトボード 

成果、解説、取説
等の協働編集 
バージョン管理 

TV会議システム 

各研究者 
のサイト 

多岐にわたる協働・コミュニケーション、データやツールの共有、ユーザーサポ－トのために 

発信 



地球環境情報の創出・流通とコミュニティ形成 

プロトタイピング 

アーカイブの運動化  

・データサイテーションの促進    
 - DOI 
 - ジャーナルとの連携 
・データQCを評価する体制 
 - DIASにレファレンスとなるデータと
評価のための解析空間 

情報の構造化  

・個々の情報と全体との関係＋個々の情報の
間の関係が分かり、情報を活用できる状態に。 
・俯瞰→ズームとフィルター→詳細情報 
・なんらかの評価軸に対しマッピング→座標軸
でマッピングしたものがGIS 
・環境以外の分野のデータベースとも繋ぎ、整
理・体系化する。 
・ニーズに応じたウェブデザインの最適化 

DIASストレージと
解析空間 

ワークベンチ
（情報基盤） 

ワークベンチ
（情報基盤） 

ワークベンチ
（情報基盤） 

ワークベンチ
（情報基盤） 

【データ・ツール・成果の流通】  

分野を超えた横断的検索  

・さまざまなdisciplineのデータのメタデータを統
合 
・専門用語の違いを超えたオントロジー検索 
・必要なデータを探し出す（クローリング） 

•社会実装 
•他地域への適用 
•他分野への応用  

（成果を他に展開できる情報基盤に作り込む） 

【有用なデータ・ツール・成果の創出】  

Inter-disciplinary, 
Trans-disciplinaryな
協働プロジェクト 

ニーズに応じた成功事例
の抽出や評価のための

コミュニティ形成 
（クラウド・ソーシング） - QC専門家による

評価体制 

社会実装、能力開発、
成果の流通のため
のコミュニティ形成 
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